平成29年度スポーツクライミング千葉県ユース選手権大会

（兼千葉県高等学校スポーツクライミング新人大会）参加者へのご案内

・以下に記載されている日程、競技方法と競技規則を事前によく確認しておいてください。

・欠席の場合は、わかり次第、下記連絡先に連絡してください。

・競技順（暫定版）に名前の載っていない場合や、記載されている氏名やフリガナ、学校名などに間違いのある場合も、下記連絡先に連絡してください。

・役員の方は、役割分担の確認をお願いします。役員の昼食は用意します。
　役員は8時45分会議室集合でお願いします。（受付担当の先生は8時15分集合です）
・上履きを必ずご持参ください。

バスの本数に限りがございますのでご確認ください。

バス時刻表

印西市ふれあいバス　＜行き＞西ルート　　木下駅北口７：５９　　　　　　　　　⇒　松山下公園８：０８

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　千葉ニュータウン中央駅北口８：２３　⇒　松山下公園８：３７

　　　　　　　　　　　　　　布佐ルート　千葉ニュータウン中央駅北口７：４５　⇒　松山下公園７：５９

　　　　　　　　　　＜帰り＞西ルート　　松山下公園１８：２３　⇒千葉ニュータウン中央駅北口１８：３８

　　　　　　　　　　　　　　布佐ルート　松山下公園１８：１０　⇒千葉ニュータウン中央駅北口１８：２８

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　松山下公園１８：５４　⇒木下駅南口１９：１７

　当日連絡先　青木朋大（本大会競技副委員長）090-9905-3526 　 

１．日程

　　２月４日（日） 
8:45    　　 役員集合・打ち合わせ（会議室）

　　 8:30～ 9:00　選手受付
　　　　　　　　　※選手はサブアリーナのアップ壁を使ってウォーミングアップ可能。
更衣場所は１階更衣室および2階観客席。
　　　　　　　　　※予選のデモンストレーションビデオを、男子はサブアリーナ内のモニター、女子は体育館入口を入って左手奥に常設されているモニターで上映予定。

　　 9:15～ 9:30　開会式　　司会：齋藤いずみ
　　　　　　　　　　　・岳連挨拶　　　　　　岩崎喜司副会長
　　　　　　　　　　　・日程説明・諸注意　　競技委員長

　　　　　　　　　　　・競技上の注意　　　　審判長

　　　　　　　　　　　・諸連絡

　　 9:40～　　　 男女（小中高）予選競技開始　全員がフラッシングで2本のルートを登る。

　　　　　　　　　＜男子＞

・予選1組はAルートから、2組はBルートから登り、1本目を登り終えたら、1組は2組の、2組は1組の後ろに続いて登る。　　　　　　　

　　　・2本のルートの競技は同時進行。

　　　　　　　　　＜女子＞

　　　　　　　　　　・全員が1本目を登ってから2本目のルートを登る。

　　14:30　　　　 男子予選競技終了
　　     　　　　 女子予選競技終了　※男女ともに8名（小中高合計）決勝進出
　　　　　　　　　男女決勝進出者はアイソレーション室（サブアリーナ）に移動

　　14:40　　　　 アイソレーションクローズ

　　14:40～15:40　男女決勝ルートセット

　　15:40～　　　 男女決勝選手紹介、オブザベーション（6分、男女同時）

　　15:50～　　　 男女決勝競技開始
　　17:00　　　　 男女決勝競技終了

　　17:20　　　　 閉会式・表彰式　　司会：齋藤いずみ
　　　　　　　　　　　・成績発表　　審判長
　　　　　　　　　　　・賞状伝達　　岳連副会長
　　　　　　　　　　　・講評　　　　競技委員長
　　　　　　　　　　　・諸連絡　　　

注）日程はあくまで目安で、当日の競技進行状況によって変更の可能性があります。
２．競技方法及び競技規則

　　予選：男女別(小中高共通)に全員がフラッシング・リード方式で2本のルートを登る

　　決勝：男女別(小中高共通)に全員がオンサイト・リード方式で1本のルートを登る

〈予選〉①デモンストレーションビデオを見た後、ゼッケン番号順に競技開始。

　　　　②競技順1～3番の選手はあらかじめハーネスを着用しておく。

　　　　　競技順に従って順番に4人ずつコールゾーンで待機する。

　　　　③審判の合図に従って競技を開始し、競技時間は登り始めてから6分。
　　　　④デジタルタイマーで経過時間を示し、残り1分のコールは行わないが、男子でデジタルタイマーが見えにくい場合など、いつでも残り時間をタイムキーパーに聞くことができる。

〈決勝〉①オブザベーション時間は6分間。オブザベーション時にメモや双眼鏡の使用はできるが、

　　　　　写真、ビデオ撮影は禁止。アイソレーション室には携帯電話、通信機器類の持ち込み禁止。

　　　　　競技順1～3番の選手はハーネスを装着し、必要な荷物をコールゾーンに運んでからオ

　　　　　ブザベーションを行う。

　　　　②係の指示により、アイソレーション室からコールゾーンに移動し、ハーネス、シューズを

　　　　　履き、ロープを結んで待機し、ロープは必ず二重8の字結びで結ぶ。

　　　　　移動の際は荷物をすべて持っていくこと。

　　　　③競技時間は登り始めてから6分。
　　　　④クライミングエリアの指定線を越えた時点から40秒以内に登り始めること。
　　　　⑤デジタルタイマーで経過時間を示し、残り1分コールは行わないが、デジタルタイマーが見えない場合など、いつでも残り時間をタイムキーパーに聞くことができる。

〈共通〉①すべてのクイックドローに順番にクリップすること。

　　　　　Ｚクリップをした場合は、安全な方法で正しくかけ直すこと。

　　　　②最終クリップをした時に完登とみなす。

③次の場合に競技が中止され、最高到達点が計測されて成績となる。

　　　　　・フォール、タイムオーバー、クィックドローをつかんだ。

　　　　　・デマーケーション(境界)を超えた位置を有効に使って登った。

　　　　　・クリップしないクイックドローを体のすべてが通過し、どの選手も手で触れない位置まで進んだ。

　　　　　・両足が床を離れた後に床に触れた。

　　　　⑤テープでマーキングしたホールド以外のホールドを使った場合には同じホールドで1回目警告、2回目競技終了。それらを使って進んだ場合は元の位置に戻る。戻れない場合には競技終了。

　　　　⑥特に定めない限り、原則として最新のIFSC国際ルールに準ずる。

<テクニカルインシデント>

　次のような場合、選手は申告すれば登り直すことができ、よい方が成績となる。

　申告せずに登り続けた場合にはその権利を失う。

　　・ホールドの回転、ロープが来なかったなど、選手の責任によらない原因で選手が不利または有利になった場合。
３．役員分担　　　　　　　　　　　　　　　※下線は引率顧問以外の協力者
大会会長　　　　　　　　　　：関口　薫（当日代理:岩崎喜司）
大会副会長　　　　　　　　　：樽　正人
競技委員長　　　　　　　　　：三浦晃靖
競技副委員長　　　　　　　　：青木朋大
審判長　　　　　　　　　　　：阿部雅史
審判　　　　　　　　　　　　：男子予選Aルート　　　平野直子・江野澤一徳・粕谷良介

　　　　　　　　　　　　　　：男子予選Bルート　　　梶谷昌生・高林茂
　　　　　　　　　　　　：女子予選　　　　　　　和田英城・植木喜重

：男子決勝　　　　　　　高林茂・粕谷良介
：女子決勝　　　　　　　和田英城・植木喜重
集計・成績掲示　　　　　　　：小平幸治・関研一　

チーフルートセッター　　　　：古畑和音
ルートセッター　　　　　　　：島谷渓亮・茂木智大・西紘平
ビデオジャッジ　　　　　　　：原邦夫・福島政行・石田直弥

式典・表彰　　　　　　　　　：関研一・三浦晃靖・青木朋大
ビレイヤー　　　　　　　　　：男子予選Aルート　三浦晃靖・瀬戸和夫・川口康彦・武田義和
　　　：男子予選Bルート　中村信明・岩崎良信・元成弘和・渡辺　守
　　　　　　　　　　　　　　　　：女子予選　　　　　中井晶子・松谷由香里・原慈妙子・菊沢　憲
　　　：男子決勝　　　　　三浦晃靖・瀬戸和夫・岩崎良信・渡辺　守
　：女子決勝　　　　　中井晶子・松谷由香里・原慈妙子・菊沢　憲

タイムキーパー　　　　　　　：男子予選Aルート  佐久間正秀　　

：男子予選Bルート  高橋祐介

　　　　　　　　　　　　  ：女子予選        　佐久間美弥子　
　　　　　　　　　　　　：男子決勝　　　　　佐久間正秀・高橋祐介　
　　　　　　　　　　　　：女子決勝　　　　　佐久間美弥子・小平幸治
選手呼出誘導　　　　　　　　：男子予選Aルート  梅村嘉彦

：男子予選Bルート  小野寺浩務

　　　　　　　　　　　　　　　　：女子予選        　高橋奈保子

　　　　　　　　　　　　　　　　：男子決勝　　　　　小野寺浩務　　
　　　　　　　　　　　　　：女子決勝　　　　　高橋奈保子
　　決勝コールゾーン・入場管理　：須賀淳一   

　　アイソレーション室（決勝）　：石田直弥

  　記録写真　　　　　　　　　　：樽　正人
受付　　　　　　　　　　　　：原邦夫　粕谷良介（補助生徒）青木
放送、開会式・表彰式進行　　：齋藤いずみ
ゼッケン回収　　　　　　　　：（補助生徒）

救護　　　　　　　　　　　　：福田道子
　　前日準備　　　　　　　　　　：青木朋大　江野澤一徳　梶谷昌生　阿部雅史　岩崎良信　三浦晃靖
　　　　　　　　　　　　　　　　　土山哲由　飯田　譲
　　テスター・デモンストレーター：竹内彩佳
